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人生を輝かせる山登りのススメ（第24回）

光環、環水平アークなど、息を飲む気象現象
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山では天気の変化が劇的で、時にとても美しい現象を目にすることがあります。今回は、私が実際に見たものの中から印象
的な気象現象を紹介します。山登りをしていて比較的遭遇しやすい現象をレア度★、見るのが難しい現象をレア度★★★
★★と示しました。さぁ、美しい空の世界をお楽しみください。

■雲海（レア度★☆☆☆☆）

文字通り、雲が海のように広がる現象。山では晴れているとき、このように見えます。山のように周りから高く突き出した場所
でしか見られない気象現象の1つで、見たいと思っている登山者も多いはず。雲海はたいてい早朝に出現し、太陽が高くな
ると消えてしまいます。標高の高いところにある山小屋に泊まり、早起きすると、運が良ければ見られます。

白馬岳の麓に広がった雲海。ダイナミックな雲海が見られるのも山登りの醍醐味

 

さらに、幸運が重なれば雲海から昇るご来光を見られることも。日が昇る直前、雲の海が金色に輝き、この世のものとは思え
ない美しさ。これはレア度★★☆☆☆です。

                              1 / 3



光環、環水平アークなど、息を飲む気象現象
https://www.bizclip.ntt-west.co.jp

南アルプスの北岳から朝日に染まる雲海を見る。雲の海から富士山が顔を出す

 

■ブロッケン現象（レア度★☆☆☆☆）

稜線（りょうせん）の片側から日が差し、その反対側に霧がかかっていると、自分の影の周りに虹ができる現象。夏山では尾
根の片側で霧が出現することは珍しくなく、この現象もよく目にします。天気が優れない日の午後で、急激に天気が回復し
始めたときなどに見られます。

北アルプス大キレットを縦走中に見たブロッケン現象。よく見ると影の周りに大きな二重の輪ができている

 

■ハロ（レア度★★☆☆☆）

太陽の周りにできる円形の光の輪。空を覆う薄い雲の中に六角柱型の氷の粒があると、太陽の光が屈折してこのように輪が
できます。初夏の薄曇りの日に見られる確率が上がります。
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5月中旬、北アルプスの常念岳で。ハロの中を薄い飛行機雲が通っている

 

■レンズ雲（レア度★★☆☆☆）… 続きを読む

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

                              3 / 3

http://www.tcpdf.org

